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昔から大学の図書館は大学の心臓であると言わ
れてきました。大学にとって無くてはならない一
番大切な機関、最高の学問の府としての大学の権
威を支え、これを支配するものという意味で、心
臓とはいかにも適切な表現でした。表現でしたと
書きましたが、今もその存在意義がまったく変わ
ってしまった訳では勿論ありません。唯最近私
は、大学図書館は大学のハートであると言った方
がより適切なのではないかと思うようになりまし
た。心臓は肉体の機関ですが、ハートは心臓を意
味すると同時に、心という意味、人間の心にかか
わる深い意味合いを持っています。大学図書館は
そういう図書館に大きく変わりつつある、そんな
思いから今回私は図書館の改装設計をするに当た
って、大学のハートにふさわしい場所としてしつ
らえたい、と考えたのでした。
私が大学生だった頃、基本的には図書館の本は
すべて書庫にしまわれていて、私たちはカードを
一枚一枚めくっては目指す本を探し出し、コール
スリップに書き込んでカウンターに出納を依頼
し、待つこと１０数分、時には数１０分してようやく
手渡された本は、凡そこちらの予想に反したもの
であったりして、がっかりした事も少なくありま
せんでした。今は全く違います。開架が当たり前
になり、とりわけ聖学院大学は全面開架ですか
ら、誰でもすべての本や資料の間を自由に歩き廻
り、自由に手に取り、読むことも借りることもす
べて自由です。豊富で多彩なコレクションが、全
く自由な場所として展開され、私たちを迎えてく
れる、人間としての私たちのすべてに対応してく
れる、私たちの心までを迎えてくれる、それにふ
さわしい場所をつくろうと考えたのです。
今も図書館が勉学の為の場所であることは言う
迄もありません。でも、大学の生活が勉学だけで
ないように、図書館も又勉学だけでなく大学の生

活のすべてに対応しようとしています。友情や恋
愛や失恋や、スポーツやクラブ活動の中で、自分
は何を目指しているのだろう、生きるとは何なの
か、どうしたらもっとよく生きられるか、もっと
深く考えられるのか、そんな想いで、とりわけど
の本を読もうとはっきりした目的なしでも、唯本
の中を歩きまわっていると、時としてそんな私た
ちに本の方から語りかけてくれます。本の向こう
の古今東西にわたる無数の著者たちが語りかけて
きて、そこに思わぬ出会いが生じたり、魅力的で
新鮮な本に出会ったりします。たとえ勉強がさし
て得意でない人にも心の支えとして対応してくれ
る、そんな場所として図書館は大学のハートなの
だと考えてきました。
今はそれにインターネットが加わりました。イ
ンターネットは自宅でもアクセスできますが、図
書館ではインターネットによるバーチャルな情報
と、手に取れるリアルな本とが同居していて、一
緒に使ってくれることを待っています。それがで
きる場所は図書館しかありません。ハイブリッド
な図書館として、大学生活になくてはならないオ
アシスのような場所としてあってほしい、すべて
の学生に喜んで貰える場所として永く生き続けて
欲しい、と願っています。
（鬼頭梓建築設計事務所：総合図書館改装設計）

図書館は大学のハート
鬼 頭 梓

第４２号（２００６年４月）

改装記念Part２
新入生歓迎号聖聖学学院院大大学学総総合合図図書書館館

改装され図書館となった１階フロア
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本学の図書館には、人文・社会科学系の作品を
中心に、実に「難しい本」が並んでいる。「こん
な本、読みこなせる人がいるのだろうか」―書棚
を眺め、ため息をついた経験を持つ人も少なくな
いだろう。しかし、落ち込む必要は全くない。本
が「読めない」「わからない」のは、年端のいか
ない、君のせいではないからだ。
人文・社会科学系の作品群が取り扱う領域は、
すべて「人間」にかかわる点に特徴がある。然ら
ば、「人間」とは何だろうか。思うに、この問い
に答えることほど、難しいことはない。それは誠
実に生活し続けたその果てに、ようやく、おぼろ
げながら解りかけてくる性質のものである。一連
の「難しい本」たちは、そんな難しい問いかけに、
生涯をかけて取り組んだ人々の、血と汗と涙の結
晶だ。まだ若い君たちに、その世界が「わからな
い」のは、ある意味で、当然のことなのだ。
とはいえ、ここで開き直られるとしたら、それ
は私の本望でない。君たちに求めることはただ一
つ、物事には、たやすく理解できることがらと、
その真価を把握するには、相応の人生経験が求め
られることがらがある、この厳然たる事実に眼を
啓かれること、そのことだ。
私たちは、たとえば古典のように、経験の深ま
りによってしか真価を把握できない作品に接する
と、早急にその「意味」を求めようとするあまり、
とかく、もどかしさや反発を抱きがちである。し
かし私たちがそこで感ずる疑問とは、結局のとこ
ろ、自分というものの限界を超えてはいない。己
の小さな物差しで、広く、深く、遠大な領域を、
「測った」つもりでいるだけだ。この謙虚な自覚
が失われ、自己の未熟な感想が絶対化されてしま
うとき、人は、いびつに硬化して、いずれ枯渇す
るのは必然である（参考：安達忠夫『素読のすす
め』、講談社現代新書、１９８６）。
「わかる」とはそもそもどういうことなのか、
図書館に並ぶ一連の「難しい本」たちは、私たち
にそんな問いかけを投げかけている。己を超えた
領域からの、無言の教え・問いかけに、出会うた
めにも図書館は、訪れるだけの価値がある。

（日本文化学科 講師）

２０世紀末から２１世紀にかけて高度情報通信社会
の進展にともない、図書館・学校図書館・読書運
動に多くの課題と展望が開けてきました。まず、
１９９７年に学校図書館法が改正されて司書教諭を置
くきっかけができ、１９９９年には２０００年を「子ども
読書年」とする国会決議がなされました。２０００年
５月５日には国立国会図書館法を改正し、国立国
際子ども図書館が開館されました。５月５日は皇
后の隣席のもと記念式典とレセプションが開か
れ、席上、聖学院小学校ハンドベルクラブの演奏
が参会者に深い感銘と喜びをもって迎えられまし
た。私は出席していて偶然にも演奏を聴きながら
聖学院の底力のようなものを感じていました。
私たちの国は２１世紀初頭に実施された経済開発
協力機構の調査結果から「読書活動は、子どもが、
言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力
を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身
に付けていく上で欠くことのできないものであ
り、社会全体でその推進を図っていくことは極め
て重要である。」と気づきました。「子どもの読書
活動の推進に関する法律」（平成１３年１２月１２日）
や「文字・活字文化振興法」（平成１７年７月２９日）
の制定はいずれも理念法ですが、じつは市民の責
任が問われていると見ることもできましょう。
私たちは１９４５年８月１５日を契機に平和を希求す
ることの大切さを身に染みて感じ、憲法や教育基
本法の理念を実現する努力をしてきました。問題
解決学習や総合的な学習には資料・情報センター
としての図書館・学校図書館は不可欠です。終戦
直後から感じてきた真理真実に迫る理想を２１世紀
の今こそ現実のものとしたいものです。
幸い聖学院は２１世紀に入りチャペルを完成し大
学図書館を改装し人格の陶冶と知的探求の条件整
備は整ってきつつあると言えるでしょう。平常授
業時はもちろん、夏季の学校図書館司書教諭講習
や司書講習でも今までよりもさらに大学図書館が
底力を発揮することを期待しています。

（基礎総合教育部 講師）

真理への畏敬
村 松 晋

聖学院の底力と図書館への期待
黒 澤 浩
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大学の図書館には、アルバイトのない日以外、
ほぼ閉館間際までいる。だが、実のところ私は図
書館で本を読んでいるかどうか疑わしい。
私はその日の講義が終わると、早速、図書館へ
行く。そこで、パソコンに向かい、バッグから講
義で取ったメモを取りだし、それを打ち込むの
だ。講義中、初めて聞いた用語などが出れば、専
門の辞書を引き、「注」と打って要約する。そう
することによって、他の講義にも活用できるデー
タベースになり、大変便利なのだ。講義二、三本
分を打ち終える頃には、時計は閉館の時刻を指し
ている。そして帰る支度をし、夜勤務の図書館職

員のおじさんに「お疲れ様です！」と声をかけ帰
宅をする。
ただ、開館時間内に終わらないことも多い。そ
んな時は早めにパソコンを閉じて、とにかく辞書
コーナーを歩き回っては、チェックした用語が載
っているページにしおりを挟む。そして、何冊も
の分厚い辞書を抱えて、コピー機へと走るのだ。
とりあえず、図書館でしかできない辞書引きだけ
済ませ、後は、電車の中でゆっくり辞書のコピー
を読み、家でパソコンに打ち込んでいく。
ゆったりとした知的な空間、図書館。ノート作
りに追われる日々の中では、実感に乏しくなって
くる。私にとってはむしろ、運動場といったとこ
ろだろう（本を読んでいる人には迷惑な話だが
…）。

新しい図書館って…
改装された図書館で、日ごろ図書館活動をサポートしているライブラリーアシスタントの皆さんに、

新しい図書館について一言、学生の視点から語っていただきました。

寛ぎを求め図書館を歩く
１０３J０１３ 石 村 直 樹

学期末などのレポート作
成時のプリンターの使用
は、十分な時間の余裕を
もってきてほしい。（Y.T.）

パソコンですぐに調べられるように、カウンターの
側に３台用意してあるので、頻繁にパソコンを使う
ようになりました。（C.Y.）

１階には、多くの参考図書（辞書や事典など）が揃えてあって、気になることや、調べたいことがあ
ったらすぐに調査することが可能なので、とても便利になりました。（C.Y.）（Y.T.）

大学でインターネットやレ
ポートの作成を多くの人が
できるようになったのは、
大きな利点だと思います。
（H.K.）

４階の絵本のコーナ
ーがもう少し使いや
すくなればとても嬉
しいです。（K.O.）

パソコンは一度電
源を切ってしまう
とデータが消える
ので注意！（Y.T.）

ビデオを見る場所の雰囲気
がよくなった。（K.K.）

デスクトップが増え、パソコンを使う人
が急増した。パソコン室化した気がす
る。（K.K.）

前よりもおしゃ
れになったの
で、過ごしやす
い。（K.R.）

１階は混みやすいので、
ゆっくりしたい時は２～
３階に行った方がいい。
（K.R.）

PCの数が増えて期末の
混雑する時期でも利用し
やすくなった。（A.S.）

＊今年度もライブラリーアシスタントの募集をします。詳細はカウンターまで！
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とはいえ、そう毎日私も忙しいわけでもない。
時には閉館まで一、二時間余らし、ノート作りを
終わらすこともあるのだ。そんな時は、図書館を
右往左往し、気になった本、雑誌なんかを読んだ
りする。おススメは映画を観ることだ。閉館の一、
二時間前には大半の学生が帰っており、ビデオコ
ーナーは静まり返っている。そこへ、一人ポツン
と映画を観る。なんだか淋しい話だが、これがい
い。周りからの雑音は聞こえない。自分一人の広々
とした空間でゆったりと映画を見ることができ
る。そんな時は、何事も忘れ映画に集中すること
ができ、その日の疲れも吹っ飛ぶ。これぞ、私の
大学生活の中でもっとも贅沢なひととき…。
そういえば、アメリカの図書館のポスターにこ
んなことが書いてあったそうだ。
「If you feel like shooting yourself, don’t. Come

to the library for help in stead.」（『世界』２００５年
８月号・岩波書店・「自殺したくなったら、図書
館に行こう」虫賀宗博より）。「もし自殺したいと
思っているならば、やめなさい。そのかわりに図
書館へいらっしゃい」。そんなことを意味してい
る。映画を観ながら贅沢な時間を過ごすように、
図書館はなにも研究材料を提供するだけではな
く、心を休ませる寛ぎの時間をもたらすのも一つ
の姿なのだろう。寛ぎの時間というと、何も図書
館内で本を読書することや、映画を鑑賞するだけ
ではないだろう。書架に囲まれながら、ぼんやり
それらの本を眺めることや、窓の景色を楽しむの
もいいと思う。私なんかの場合、図書館三階、ク
リスマスツリーが立つ側にある窓からの景色を眺
めていると、おおいに寛げる。下を覗くと、学生
達が楽しげに行き交ったり、ベンチに座ったりす
るのが見える。学内にいると、「大学生活」とい
う実感が薄いのだが、そんな景色を眺めていると
「大学生活なんだなあ」と改めて感じる。そう思
いを馳せている内に、次第に肩の力が抜け、寛げ
るのだ。
私の大学生活も残すところ、後１年で終わる（順
調に行けば…）。今後は卒業研究などに追われ、
図書館を活用する機会もますます増えるだろう。
だからこそ、研究だけではない、寛ぎの時間もあ
ることを確認しておきたいものだ。そして、研究
などで行き詰まった際には、寛ぎを求めて歩き回
るのもいいかもしれない。 （日本文化学科）

聖学院大学総合図書館と私との出会いは、ほん
のつい最近と言って良いほどの事だと言えます。
私が大学に入学した頃は、まだリニューアルさ
れる前の図書館でした。その頃も友達と一緒に利
用していましたが、以前と比べてみると図書館を
利用している時間が、今のほうが多くなっている
なぁと実感しています。
去年の９月に新しくなった図書館は１階部分を
改装・増築して全ての階を図書館にし、パソコン
やテーブル・席数も増えて、利用する人たちにと
って、より使いやすくなり一人一人に合った図書
館での過ごし方ができるような空間になったと思
います。
現在では空き時間を利用して、じっくり時間を
かけて自分のお気に入りの本を見つけて読んだ
り、レポートの資料に使う文献を図書館のホーム
ページの中にある蔵書検索の機能を使い、題名や
著者名、キーワードなどを入力して文献を探し出
したりしています。本を借り、読んだりすること
だけではなく、常設されているパソコンや貸し出
し用のノートパソコンを使って、インターネット
で様々な情報を検索したり、授業で課されたレポ
ートや課題などを進めたりなどもしています。
また４階にあるグループ閲覧室も、増設された
ことにより利用する回数が多くなりました。グル
ープ閲覧室は何人かで話し合いなどをすることが
できる空間になっているので、友達と授業でお互
いに分からなかったところを教えたり、話し合っ
たり、授業で出されたグループでの課題をみんな
で集まって作業したりなど様々な時に友達と一緒
に利用しています。
そして、私たちのことをサポートしてくださる
職員さんやライブラリーアシスタントの学生さん
がたくさんいらっしゃいます。困ったことや分か
らないことがあったときは、とても親切に接し、
対応してくれます。図書館は、大学のキャンパス
の中で自分らしい時間を過ごすことができる場の
一つであると思います。みなさんも図書館での自
分らしい時間の過ごし方を探してみてください。

（人間福祉学科）

自分らしくいられる場所
１０３W０６８ 田 倉 麻紀子
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�図書館が改装されました
２００５年９月に図書館は新しく生まれ変わり、１
－４階までと少し広くなり、より利用しやすく
なりました。

�図書館システムが変わりました
蔵書検索用のシステムが更新され、より使いや
すい、多機能なシステムになりました。このシ
ステムでは、プライベートページで自分の貸出
状況の確認、予約やリクエスト、ILLの申込み
などを行うことができます。

�ラーニングセンターが館内にできました
２００５年４月より、図書館２階に新たにラーニン
グセンターが設置されました。勉強に関する相
談に応えてくれる、力強い味方です。（詳細は
右記コラムをご覧ください）

�レファレンスカウンターができました
カウンターにレファレンス席が用意されまし
た。資料収集等に関する相談に、今まで以上に
じっくりと取り組む環境ができました。

�視聴覚コーナーになりました
図書館３階の視聴覚室が視聴覚コーナーに変
身。視聴覚資料もすぐ近くに並べられました。

�館内のPCとネットワークが充実しました
館内には６０台の PCが用意されました。クイッ
ク検索用、印刷用、レポート作成用など用途に
合せて利用できます。３階ではノート PCの館
内貸出も行っています。また１階、３階に情報
コンセントが用意されるなど、館内のネットワ
ーク環境も充実しました。自分のノート PCも
持込みできます。利用の際はカウンターへお声
がけください。

２００５年４月、学生の学習支援を行うため、
聖学院大学ラーニングセンターが図書館２階
に開設されました。その目的は、学生の基礎
学力向上、および意欲・興味・関心を高める
ことです。センターには、様々な疑問や悩み
を持つ学生が気軽に相談し指導が受けられる
よう、２人の指導教員が待機しています。ま
た必要なときには、担当の先生や関連部署と
連携を取って、問題解決に対応しています。
１年目は大学での学習環境に戸惑い、不安
を抱えている１年生を中心に、学生の個別の
質問や相談に対応してきました。相談の主な
内容は、学期初めの科目履修相談から始ま
り、授業での課題の取り組み方やノートのと
り方、文章の読み取り方、資格取得関連など
です。特にレポートの書き方や、要点のまと
め方などは１回だけでは不十分で、複数回に
わたって実際の指導を受ける学生も見受けら
れました。はじめは戸惑っていた学生が、何
回かやっていくうちにこつをつかんでいく姿
を目の当たりにして、感動を覚えることもし
ばしばありました。９月には、図書館の新装
に伴って部屋も改装され、非常に快適な活動
ができています。
初めの１年間に延べ２００人の学生が来室し
ましたが、今年度はさらに多くの学生のニー
ズに対応できるように関連教材や資料、情報
を整備したいと思います。また、希望者を対
象に、基礎的あるいは補習的な講座を開設す
ることを現在検討中です。学生のために設置
されたこのラーニングセンターを、誰でも気
軽に利用し、活用して欲しいと願っていま
す。 （基礎総合教育部 講師）

２００５年度図書館の主な動き ラーニングセンターの
活動について

佐藤 逸子

図図書書館館ツツアアーーとと
オオリリエエンンテテーーシショョンン受受付付中中！！

お申込みは図書館カウンターまで。

ぱぴるすNo.42 2006.4

5― ―



資料借用 ８１件（内、学・院生３３件） 視聴覚室利用 ２，６２５

資料貸出 ３２件 館内ノートPC貸出 ３，４６９

複写依頼 ２８８件（内、学・院生１６６件）文献検索 ３６

複写受付 １６２件

紹介状発行 ３７件（内、学・院生２２件）

� その他（他館との協力等）
（２００５年４月１日～２００６年１月３１日）

紹介状受付 ３件

図書合計 雑誌・紀要 CD-ROM カセット CD

院・ア２年 ５７ ０ ０ ０ ０
院・ア１年 ８４ ２ ０ ２ ２
院・後期３年 １７７ １６ ０ ０ ０
院・後期２年 １７８ ２ ０ ０ ４
院・後期１年 １７１ ３ ０ ０ ０
院・科目等 ６ ０ ０ ０ ０
院 小 計 ８７６ ３５ １ ２ ６
政治経済４年 ５６２ １８ １ ０ ０
政治経済３年 ６４０ ２９ １ ０ １
政治経済２年 ４９５ １３ ０ ２ ０
政治経済１年 ４９１ ７ ３ ０ ０
コミュニティ４年 １５１ ７ ０ ０ ７
コミュニティ３年 ４６６ １ ０ ０ １
コミュニティ２年 ５０４ ６ １ ０ ７
コミュニティ１年 ２９０ ２８ ０ ０ ３
欧米文化４年 ６４９ ２０ ０ １ １２

欧米文化２年 ５８７ ３５ ０ ２ ５
欧米文化１年 ５９２ ２３ ０ １ １０
日本文化４年 ６９０ １７ ２ １ ５
日本文化３年 １，３０３ ４９ ０ １７ １１
日本文化２年 １，０８９ ４７ ０ ０ ２２
日本文化１年 ５７２ ４２ ０ ０ ２
児 童 ４ 年 １，１２３ ７３ １ ０ ４
児 童 ３ 年 １，３０１ ４１ ３ ０ １
児 童 ２ 年 １，５９８ ９ ０ ０ ２
児 童 １ 年 ４８５ １ ０ ０ １

人間福祉３年 ７８７ ４２ ０ ０ ２
人間福祉２年 ６２２ ３ ０ ０ ９
人間福祉１年 ３９４ １０ ０ ０ １

院・政策２年 １２７ ９ １ ０ ０
院・政策１年 ７６ ３ ０ ０ ０

科目等履修 ２７１ ７ ０ ０ ０
大 学 小 計 １７，５６４ ５８４ １９ ２５ １２９
合 計 １８，４４０ ６１９ ２０ ２７ １３５

� 館外貸出冊数・学科・学年別
（２００５年４月１日～２００６年１月３１日）

人間福祉４年 ９２０ ４０ ０ １ ０

欧米文化３年 ９８２ １６ ７ ０ ２３

発行・編集 聖学院大学総合図書館
〒３６２‐８５８５ 埼玉県上尾市戸崎１番１号
電話０４８‐７２５‐５４６１ FAX０４８‐７８０‐１０９６
E-mail : lib@seigakuin-univ.ac.jp
URL : http : //www.seigakuin-univ.ac.jp/scr/lib.asp

� その他の資料 （２００６年１月３１日現在）
和雑誌（紀要・寄贈含） ５０８ カセットテープ １，２３４
洋雑誌（寄贈含） １６７ ビデオ・LD･DVD ２，４０９
スライド ３４ CD ８４７
マイクロ資料 １４，６８３ CD-ROM ３６１

� 蔵書冊数 （２００６年１月３１日現在）
和書 洋書 合計

総記 ９，１５６ １，３９９ １０，５５５
哲学・宗教 １８，３２３ １４，８６８ ３３，１９１
歴史・地理 １５，８０３ ３，０２１ １８，８２４
社会科学（含教育学・福祉） ６６，４０３ １７，６５２ ８４，０５５
自然科学（含医学） １０，４０３ １，３１８ １１，７２１
工学（含家事） ５，７７８ ４７５ ６，２５３
産業 ４，１９４ ４４２ ４，６３６
芸術（含楽譜） ７，９３４ ８６５ ８，７９９
語学 ９，８９０ ２，５８１ １２，４７１
文学 ３７，３９２ １３，２１８ ５０，６１０
その他 １０，１９７ ３，６０９ １３，８０６
合計 １９５，４７３ ５９，４４８ ２５４，９２１

和書 洋書 合計

総記 ４４２ ０ ４４２
哲学・宗教 １，７９７ ５３ １，８５０
歴史・地理 １，１７０ ２ １，１７２
社会科学（含教育学・福祉） ６，４８３ ８ ６，４９１
自然科学（含医学） １，００６ ０ １，００６
工学（含家事） ３７０ ０ ３７０
産業 ３７９ ０ ３７９
芸術（含楽譜） １，０１４ ４ １，０１８
語学 １，４０３ ９ １，４１２
文学 ２，９５２ ３５ ２，９８７
その他 １，３０７ ６ １，３１３
合計 １８，３２３ １１７ １８，４４０

� 館外貸出冊数（図書）：分類別
（２００５年４月１日～２００６年１月３１日）

学生・院生・履修生のみ

� 図書館の推移
区分

年度 学生数 蔵書数 年間受入冊数 開館日数 貸出冊数 図書費

２００５ ２，９６８ ２５４，９２１ ６，８７８ ２３２ １８．４ ２９，７００
２００４ ２，９３８ ２４７，２５０ ８，２８７ ２７５ １７．５ ３０，４００
２００３ ２，９２９ ２４２，３６８ ６，２２０ ２７５ １７．６ ３０，３４４
２００２ ２，９３１ ２３５，７４５ ６，２２３ ２７１ １８．４ ３３，８０５
２００１ ２，８２５ ２２８，２５４ ７，９４８ ２７５ ２１ ３４，７４５
２０００ ２，５４９ ２１９，３６８ ６，７６９ ２７４ １８ ３５，８０５
１９９９ ２，２２０ ２１３，６９１ ５，４４９ ２８１ １４．１ ２８，０００
１９９５ ２，１３７ １６３，５０６ １３，４３８ ２７１ ２１．５ ３９，７００
１９９０ １，７６９ ９６，７５２ ８，１９５ ２８０ １１．８ ２２，６５０

１９８０
１９７５

８７７
７６３

３６，０００
２２，０００

２，５９９
４，２６５

２３６
１８３

６．８
３．５

７，５８８
３，７５４

１９７０ ４４０ １４，０００ １，２９６ ２３９ ２．１ １，３４０

年 人 冊 冊 日 千冊 千円

１９８５ １，００５ ５１，０００ ５，０４３ ２８４ １０．１ １２，３９９

１９６８ ２５６ １０，０００ ２，８３８ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕

規程の変更に伴い、１９９９年以降は消耗品図書も含めた冊数とした。
１９６７ １２５ ７，０００ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕

図書館の統計
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